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Maebashi Ikuei High School Journal

建学の精神 〜正直・純潔・無私・愛〜

特集 1〜3面 保護者会だより 4・5面 同窓会だより 6面 後援会だより 7面 トピックス 8面

・育英大学開学2年目を迎えて
・卒業生教諭情報交換会
・地域懇談会
・進路／スポーツ実績

・全国大会出場決定 　
・文化部活動報告

・後援会長挨拶
・定期総会
・援助金贈呈式
・グランドピアノ贈呈式
・優秀前橋育英生
・コラム育英Ⅱ

・同窓会長挨拶
・私の近況報告
・親子二代同窓生
・2020年度同窓生の集い

・進路の日 ・進学合宿
・全P連大会 ・県P連指導者研究集会
・中毛地区PTA指導者研究集会
・育英祭 ・吹奏楽部定期演奏会
・マナーアップ運動
・県保護者会学校見学会

　私は中学校の教員になること、箱根駅伝に出
場するという二つのことを目指し、育英大学に入
学しました。入学当初は、開学一年目ということ
で少し不安がありましたが、今ではとても素晴らしい環境で勉強・部活
共に打ち込めています。勉強面では、他大学と比べると学生一人に対
して教員の割合が高いのが特徴であり、授業は頭に入りやすく、わか
りやすいです。また、わからないことや悩みなどがあれば相談もしや
すいです。
　部活の面では、目標達成への第一歩として、今年は箱根駅伝の予選
会に出場することができました。これからも怪我をせず走り込み、記
録を伸ばし、結果を残していきたいと思います。
　残りの二年半悔いのないように生活を送りたいと思います。

　育英大学、育英短期大学は教育力の一層の向上を目指しております。そ
のためには学生の意欲を尊重し、時代のニーズに応じた教育に取り組むとと
もに、特色ある教育の実現と、教育環境の整備を進めなければなりません。
同時に学生が積極的に学習に取り組む指導体制の確立も重要です。
　また、教育力の指標の一つがＳ／Ｔで表されます。Ｔは専任教員数、Ｓは学生総数で値が小さい
程、教育力が高いとされています。本学はこの値が小さく、この評価での教育力は高いと言えます。
　今後は、アクティブラーニングを積極的に取り入れ教育力の一層の強化を進めたいと思います。

教育力の強化を目指して

充実した大学生活
教育学部教育学科スポーツ教育専攻2年 外山 結

　私は前橋育英高校を卒業し、育英
短期大学保育学科に進学しました。
　短大での生活はとても充実してお
り、特にサークル活動や実習には力を入れて取り組みまし
た。サークルでは、音楽に合わせて体を動かす楽しさを、
子どもと共有することができました。また、実習では実際
にクラス担任の先生になりきって、子どもと一日接する日
がありました。自分の考えた遊びや活動に対し、「せん
せーまたやりたい！」と子どもが笑顔で言ってきてくれた
時は、とても嬉しかったです。
　来年の４月から、県内の保育園に就職することも決まり
ました。子どもたちに毎日登園するのが楽しいと思っても
らえる保育ができる、笑顔の素敵な保育士になりたいと
思います。

憧れの保育士に
保育学科2年  小島 結衣

育英大学・育英短期大学  学長  石 井   學

※外山君は関東学生連合チームに選ばれたので、「箱根駅伝2020」に
　出場する可能性があります。応援よろしくお願いします。



第24号 令和元年12月5日発行（２）前  橋  育  英  高  校  報

卒業生教諭情報交換会 vol.8 ～教育現場から期待すること～  10月24日（木）
　

恒
例
と
な
っ
た
卒
業
生
教
諭
情
報
交
換
会
は
、今
年

で
８
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今
回
は
群
馬
県
内
で
活
躍

さ
れ
る
15
名
の
先
生
方
に
ご
参
加
頂
き
、教
育
現
場
で

感
じ
る
貴
重
な
ご
意
見
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

〈
主
な
ご
意
見
〉

●
誰
に
対
し
て
も
挨
拶
を

し
っ
か
り
す
る
と
い
う
校

風
を
磨
い
て
ほ
し
い
。
全

て
の
生
徒
が
未
来
に
向
け

て
光
り
輝
け
る
こ
と
が
、

育
英
の
質
や
ブ
ラ
ン
ド
力

の
向
上
に
繋
が
る
。
育
英

が
光
り
続
け
て
い
く
こ
と

に
期
待
し
て
い
る
。

●
先
生
方
が
生
徒
一
人
ひ

と
り
に
合
っ
た
接
し
方
を

し
て
く
れ
る
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
あ
り
、そ
れ
が
卒
業

後
の
進
路
に
表
れ
て
い
る
。

●
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応

や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
な

ど
、時
代
の
流
れ
に
応
じ

た
人
材
を
育
て
ら
れ
る
よ

う
、新
た
な
展
開
を
考
え

て
ほ
し
い
。

●
自
然
災
害
が
続
く
昨

今
、有
事
に
対
す
る
適
切

な
対
応
は
学
校
の
責
務
で

あ
る
。
避
難
訓
練
を
始
め

と
す
る
防
災
教
育
の
徹
底

を
お
願
い
し
た
い
。

●
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
周
知
さ

れ
、以
前
と
比
べ
通
い
や
す

い
と
い
う
印
象
が
高
ま
っ
て

い
る
。
通
い
や
す
さ
も
Ｐ
Ｒ

ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
で
あ
る
。

●
育
英
大
学
の
Ｐ
Ｒ
が
ま

だ
不
十
分
。
中
学
の
担
任

へ
情
報
を
行
き
わ
た
る
よ

う
広
報
活
動
す
る
べ
き
で

あ
る
。

●
小
中
学
生
を
対
象
と

し
た
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
な

ど
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加

す
る
こ
と
に
よ
り
、子
ど
も

た
ち
に
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
を

伝
え
る
こ
と
が
で
き
、同

時
に
地
域
へ
の
Ｐ
Ｒ
効
果

が
期
待
で
き
る
。
育
英
高

校
・
育
英
大
学
の
未
来
の

た
め
に
、積
極
的
な
活
動

を
期
待
し
た
い
。

●
育
英
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
は
雰
囲
気
が
良
い

と
い
う
印
象
が
あ
る
。
小

学
生
を
対
象
と
し
た
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
も
効
果
的

な
の
で
は
な
い
か
。

　

当
日
参
加
さ
れ
た
先

生
方
に
は
大
変
貴
重
な
ご

意
見
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
頂
い
た
ご

意
見
を
前
橋
育
英
の
発

展
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

〈
ご
参
加
頂
い
た
先
生
〉

金
子 

登 

先
生

（
前
橋
み
ず
き
中
学
校
）

岩
崎 

真
人 

先
生

（
前
橋
第
三
中
学
校
）

阿
部 

龍
也 

先
生

（
前
橋
第
六
中
学
校
）

齋
藤 

大
輔 

先
生

（
前
橋
第
七
中
学
校
）

須
藤 

達
也 

先
生

（
前
橋
第
七
中
学
校
）

小
川 

真
太
郎 

先
生

（
前
橋
南
橘
中
学
校
）

岩
木 

佑
太 

先
生

（
前
橋
南
橘
中
学
校
）

中
川 

徹 

先
生

（
前
橋
荒
砥
中
学
校
）

根
岸 

佑
太
郎 

先
生

（
前
橋
春
日
中
学
校
）

橋
本 

智
之 

先
生

（
高
崎
高
松
中
学
校
）

小
井
土 

泰
之 

先
生

（
高
崎
寺
尾
中
学
校
）

新
井 

健
司 

先
生

（
高
崎
群
馬
南
中
学
校
）

佐
藤 

実
可
子 

先
生

（
玉
村
中
学
校
）

三
澤 

秀
匡 

先
生

（
嬬
恋
中
学
校
）

玉
田 

和
彦 

先
生

（
大
間
々
北
小
学
校
）

　

前
橋
育
英
高
等
学
校
は
昭
和
38
年
に
普
通
科

の
男
子
校
と
し
て
開
学
、そ
の
後
男
女
共
学
と
な

り
今
年
で
創
立
57
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の

間
２
万
４
千
名
を
超
え
る
卒
業
生
を
輩
出
し
、そ

れ
ぞ
れ
の
方
々
が
多
方
面
で
活
躍
さ
れ
て
お
ら
れ

ま
す
。
昭
和
44
年
に
は
工
芸
科
、45
年
に
は
女
子

保
育
科
、51
年
に
は
普
通
科
に
体
育
コ
ー
ス
を
設

置
そ
の
後
体
育
科
に
昇
格
、58
年
に
は
女
子
英
語

科
を
設
置
す
る
な
ど
変
遷
を
重
ね
、現
在
は
普
通

科
の
男
女
共
学
Ⅰ
類
・Ⅱ
類
・Ⅲ
類
・Ⅳ
類
ス
ポ
ー
ツ

科
学
、及
び
保
育
科
の
学
科
構
成
に
な
っ
て
お
り
、

一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
生
か
し
能
力
を
高
め
る

教
育
を
実
践
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
校
は「
正
直
・
純
潔
・
無
私
・
愛
」の
４
つ
の
道

義
標
準
に
則
り
、常
に
国
際
的
視
野
に
立
って
、社

会
の
福
祉
と
世
界
の
平
和
に
寄
与
で
き
る
有
為

な
人
材
の
育
成
を
図
る
こ
と
を
建
学
の
理
念
に
据

え
、生
徒
の
能
力
・
適
正
・
進
路
に
応
じ
た
目
的
別

教
育
を
実
践
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、更
な
る
発
展
を
目
指
す
べ
く
、学
園
、

教
職
員
が
一
体
と
な
り
努
力
し
、よ
り
一
層
の
文

武
両
道
の
実
現
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

挨
拶

中
村 

義
寛

　

前
橋
育
英
高
等
学
校
は
、昭
和
三
十
八
年
四

月
十
二
日
に
開
校
し
ま
し
た
。

　

ど
ん
な
校
名
に
す
る
の
か
？
ど
ん
な
理
想
を
掲

げ
る
の
か
、あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
考
え
抜
い
た
挙

句
、到
達
し
た
の
が「
育
英
」と
い
う
校
名
で
し
た
。

　

即
ち
孟
子
の
、「
君
子
の
三
楽
」の

一
、 親
兄
弟
が
健
康
で
つつ
が
な
く
生
活
し
て
い
る

楽
し
さ

二
、 

自
分
の
行
い
に
恥
ず
べ
き
こ
と
が
な
い
楽
し
さ

三
、 

天
下
の
英
才
を
集
め
て
教
育
す
る
楽
し
さ

を
出
典
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、わ
が
校
は
、天

下
の
勉
学
の
子
弟
を
集
め
て
、長
所
を
認
め
て
是
れ

を
伸
ば
す
こ
と
、を
英
才
と
考
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、

文
武
両
道
を
目
指
し
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
昭
和
・
平
成
の
時
代
を
の
り
超
え
令

和
の
時
代
に
移
り
、創
立
五
十
七
年
目
を
迎
え
、

卒
業
生
も
二
万
五
千
人
に
迫
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
社
会
に
於
て
活
躍
さ
れ
、名
声
を
挙

げ
ら
れ
て
い
る
卒
業
生
の
方
々
に
、敬
意
と
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。
私
は
学
園
長
と
し
て
高
校
・

育
英
大
学
・
短
期
大
学
、幼
稚
園
に
顔
を
出
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
姿
を
見
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

高
校
の
甲
子
園
で
の
初
出
場
・
初
優
勝
、サ
ッ

カ
ー
の
全
国
優
勝
で
全
国
的
に
知
名
度
も
上
が

り
、ス
ポ
ー
ツ
の
育
英
と
し
て
評
価
さ
れ
、ま
た
県

の
高
校
総
体
の
総
合
優
勝
も
二
十
四
回
に
及
ん
で

い
ま
す
。

　

大
学
進
学
に
も
年
々
実
績
を
挙
げ
て
き
ま
し
た
。

　

最
近
の
生
徒
達
の
姿
に
は
本
当
に
頼
も
し
く

目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
教
職
員
の
先
生
方
の
良
い
指
導
が
結

実
し
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

教
職
員
の
方
々
の
日
頃
の
努
力
に
敬
意
を
表
し
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

校
名
の
由
来
に
つ
い
て

中
村 

有
三

　

人
間
性
が
優
れ
て
将
来
楽
し
み
な
存
在
に
な
る
よ
う

な
生
徒
と
は
？　

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
あ
っ
て
、ま
わ
り
か

ら
信
頼
さ
れ
て
い
る
生
徒
と
は
？　

ど
う
い
う
生
徒
な

の
で
し
ょ
う
。

　

私
は
サ
ッ
カ
ー
部
の
生
徒
に
こ
ん
な
式
で
説
明
し
て
い

ま
す
。（
技
術+

身
体
能
力
）×

人
間
力
＝
良
い
選
手 

な

ん
で
す
よ
と
。
つ
ま
り
技
術
的
に
優
れ
、身
体
能
力
が
高

く
て
も
、最
終
的
に
は「
人
間
力
」が
大
切
な
ん
で
す
、と

話
し
て
い
ま
す
。
教
師
と
し
て
長
い
経
験
の
中
で
学
ん
だ

こ
と
で
す
。
ど
ん
な
に
技
術
・
身
体
能
力
が
あ
っ
て
も
、人

間
力
が
ゼ
ロ
な
ら
ば
そ
の
選
手
の
総
合
力
は
ゼ
ロ
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
勉
強
も
同
じ
で
、や
る
と
決
め
た
ら
実
行

す
る
。
や
る
や
ら
な
い
に
技
術
や
能
力
は
関
係
あ
り
ま
せ

ん
。
ど
ん
な
に
知
識
・
技
術
・
能
力
が
あ
って
も「
人
間
力
」

が
と
も
な
って
い
か
な
い
と
成
長
・
進
化
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
で
は
、「
人
間
力
」と
は
何
な
の
で
し
ょ
う
。
さ
ま

ざ
ま
な
考
え
方
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、私
は「
人
間

力
」と
は「
胆
力
」「
包
容
力
」「
自
律
の
精
神
」と
考
え
て
い

ま
す
。
胆
力
と
は
、事
に
あ
た
っ
て
恐
れ
た
り
、尻
ご
み
し

た
り
し
な
い
精
神
力
。
も
の
に
動
じ
な
い
気
力
。
つ
ま
り

芯
が
強
い
人
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
包
容
力
と
は
、過

ち
や
欠
点
な
ど
も
含
め
、相
手
の
さ
ま
ざ
ま
な
点
を
受
け

入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
心
の
広
さ
、豊
か
さ
が
あ
る
人
だ
と

思
い
ま
す
。
最
後
に
自
律
の
精
神
で
す
。
こ
れ
は
自
分
自

身
で
立
て
た
規
範
に
従
っ
て
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
。

自
ら
の
意
思
に
よ
って
行
動
で
き
る
人
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

高
校
生
活
の
中
で
、し
っ
か
り
と
し
た
人
間
力
を
身
に

つ
け
、そ
し
て
学
び
、成
長
し
て
い
く
姿
を
私
達
は
期
待
し

て
ま
す
し
、サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

﹁
人
間
力
﹂

山
田 

耕
介

金子先生佐藤先生

岩崎先生
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去
る
七
月
一
日
、学
校
近
隣

の「
朝
日
が
丘
町
」、「
上
新
田

町
」、「
光
が
丘
町
」、「
大
利
根

町
」の
四
つ
の
自
治
会
役
員
の

方
々
を
お
招
き
し
、学
校
の
近

況
報
告
、並
び
に
地
域
住
民
の

皆
様
か
ら
の
ご
意
見
ご
要
望

等
を
お
伺
い
す
る
情
報
交
換

の
場
で
あ
る「
地
域
懇
談
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
校
か
ら
は
、県
総
体
の

結
果
や
高
校
野
球
選
手
権
群

馬
大
会
の
ご
案
内
、第
一
体

育
館
の
空
調
設
備
設
置
工
事

の
進
捗
状
況
な
ど
に
つ
い
て

説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

自
治
会
役
員
の
方
々
か
ら

は
、本
校
北
門
近
く
の
交
差
点

で
今
年
既
に
２
件
の
交
通
事

故
が
あ
っ
た
の
で
、自
転
車
生

徒
の
一
時
停
止
を
徹
底
さ
せ

て
ほ
し
い
等
の
ご
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、サ
ッ
カ
ー

部
の
新
し
い
ア
パ
ー
ト（
朝
日

が
丘
ハ
イ
ツ
）に
つ
い
て
、当

初
は
ゴ
ミ
の
出
し
方
の
問
題

が
あ
っ
た
が
、現
在
で
は
改
善

さ
れ
て
い
る
等
の
話
も
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、地
域
の
皆
様
と
の

情
報
交
換
を
継
続
的
に
実
施

し
、学
校
の
改
善
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

進路
令和元年年度入試結果

大学合格者数

346名
（現役335名）

国公立・準大学合格者数

40名
（現役299名）

私立大学合格者数

306名
（現役36名）

Ⅰ
Ⅱ
類
計
１
１
６
名
の
希
望
者
が

自
ら
の
学
習
習
慣
向
上
や
受
験
に

向
け
て
の
臨
戦
態
勢
を
整
え
る
こ

と
を
目
的
に
３
泊
４
日
の
進
学
合

宿
に
参
加
し
ま
し
た
。
恵
ま
れ
た

環
境
の
中
で
学
習
す
る
こ
と
で
、い

つ
も
以
上
の
集
中
力
を
発
揮
で
き

た
り
、長
時
間
の
学
習
に
取
り
組
め

る
な
ど
の
発
見
が
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
こ
の
経
験
を
自
ら
の
力
に

変
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

東
京
大
学
・
早
稲
田
大
学
な
ど
、首

都
圏
の
有
名
大
学
を
中
心
に
各
ク

ラ
ス
２
校
ず
つ
見
学
し
て
き
ま
し

た
。
大
学
関
係
者
や
現
役
大
学
生

に
案
内
し
て
い
た
だ
き
、大
学
の
雰

囲
気
を
十
分
に
感
じ
る
こ
と
が
で

き
た
よ
う
で
す
。
志
望
校
決
定
に

は
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
等
の
参

加
は
欠
か
せ
な
い
も
の
な
の
で
、今

後
は
自
ら
の
足
で
積
極
的
に
参
加

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

進路の日Ⅰ類

進路の日Ⅱ類

校外夏期進学合宿を終えて

大学見学を終えて

群
馬
大
学
、高
崎
経
済
大
学
に

進
学
し
た
Ｏ
Ｂ
か
ら
後
輩
た
ち

に
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
け
ら

れ
ま
し
た
。
毎
日
の
勉
強
に
ど

う
取
り
組
む
か
、希
望
進
路
を

実
現
す
る
た
め
に
は
何
が
必
要

か
な
ど
、同
じ
類
型
に
在
籍
し

て
い
た
先
輩
の
話
は
本
校
生
徒

た
ち
に
と
っ
て
は
も
っ
と
も
具

体
的
で
身
近
な
ア
ド
バ
イ
ス
に

な
っ
た
よ
う
で
す
。

最
難
関
大
学
で
あ
る
東
京
大
学
・

京
都
大
学
に
在
籍
す
る
大
学
生
に

よ
る
有
意
義
な
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。「
日
々
の
学
習
の
積
み
重
ね

の
大
切
さ
」「
好
き
な
こ
と
に
夢
中

に
な
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
」な

ど
、高
校
生
に
と
っ
て
最
も
大
事

な
こ
と
を
伝
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
生
徒
た
ち
も
感
銘
を
受
け
、

日
々
の
学
び
に
生
か
そ
う
と
す
る

様
子
が
窺
え
ま
し
た
。

2019南部九州インターハイ
■男子
【棒高跳】
古澤一生（2年）  5m27  優勝

柄澤智哉（2年）  4m90  9位

2019いきいき茨城ゆめ国体
少年男子A
【棒高跳】
古澤一生（2年）  5m15  優勝

第13回U18日本陸上競技
選手権大会
■男子
【棒高跳】
古澤一生（2年）  5m10  優勝
柄澤智哉（2年）  4m90  3位

第101回全国高校野球
選手権大会  出場
第72回秋季関東地区高等
学校野球大会  県予選  2位
第72回秋季関東地区
高等学校野球大会  出場

2019南部九州インターハイ
出場

第98回全国高校サッカー
選手権大会
群馬県大会  優勝

2019南部九州インターハイ
出場

群馬県高等学校女子
サッカー選手権大会   優勝
第28回関東高等学校女子
サッカー選手権大会   優勝

2019南部九州インターハイ
出場

2019ウィンターカップ
県予選会   優勝

2019南部九州インターハイ
出場

■男子
第54回県高校総体 競泳
学校対抗   2位

2019いきいき茨城ゆめ国体
競泳
少年男子A
【200m平泳ぎ】河原隼斗（2年） 出場
【400m個人メドレー】

河原隼斗（2年） 出場

少年男子B
【100m平泳ぎ】朝比奈倫寛（1年） 出場
【400m個人メドレー】

朝比奈倫寛（1年） 出場

■女子
全国高校女子ウエイト
リフティング選手権大会

【55kg級】
岡田夏美（3年） トータル154kg 3位
原志歩（2年） トータル154kg 4位

■男子
2019南部九州インターハイ
団体出場

■男子
2019南部九州インターハイ
【66kg級】射羽陸（2年） 出場
【81kg級】木村亮太（2年） 出場

■女子
2019南部九州インターハイ
団体出場
【63kg級】延命未姫（2年） 出場
【70kg級】小鮒未来（3年） 出場
【78kg級】富澤沙夏（3年） 出場
【78kg超級】金子綾夏（3年） 出場

2019南部九州インターハイ
田巻加帆（3年） 出場

 

第20回アジアスクール
ボウリング選手権大会

【女子4人チーム戦】
渡辺莉央（3年）  優勝

陸上競技部

男子バスケットボール部

剣道部

男子柔道部

女子柔道部

弓道部

ボウリング

女子ソフトボール部

水泳部

ウエイトリフティング部

男子サッカー部

硬式野球部

女子サッカー部
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普
通
科
Ⅲ
Ⅳ
類
保
育
科
対
象

「
職
業
観
育
成
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」は
教
室
と
い
う
空
間
で
、身

近
な
社
会
人
で
あ
る
保
護
者
の

皆
様
と
双
方
向
の
交
流
が
で
き

る
生
徒
に
と
っ
て
貴
重
な
機
会

と
な
っ
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
急
速
な
発
展
に
よ
っ

て
、高
校
生
が
興
味
関
心
の
あ

る
こ
と
を
調
べ
る
こ
と
は
確
か

に
容
易
に
な
り
ま
し
た
。
一
方

で
興
味
関
心
を
引
き
起
こ
す
た

め
の
機
会
が
少
な
く
な
り
つ
つ

あ
る
よ
う
に
も
思
え
ま
す
。
生

徒
た
ち
は
保
護
者
の
皆
様
か
ら

も
ら
っ
た「
知
る
機
会
」の
中
で

「
新
た
な
気
づ
き
」を
得
て
、そ

し
て「
考
え
る
機
会
」を
持
つ
こ

と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
今

後
も
様
々
な
形
で
ご
協
力
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

進
路
指
導
部
主
任 
渡
辺 

貴
弘

　

９
月
９
日
第
３
回「
進
路
の

日
」に
伴
い
、Ⅲ
類
、Ⅳ
類
、保

育
科
の
生
徒
を
対
象
に「
職
業

観
育
成
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

例
年
通
り
保
護
者
・
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
の
方
々
が
各
ク
ラ
ス
に
分

か
れ「
将
来
の
就
職
ま
で
に

知
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
」を

テ
ー
マ
に
、社
会
で
生
き
て
い

く
上
で
何
が
大
切
か
、な
ど
の

話
を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
生

徒
の
中
に
は
、メ
モ
を
取
り
、

質
問
を
投
げ
か
け
る
な
ど
の
様

子
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
が
今
後
の
生
徒
達
の

進
路
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な

れ
ば
幸
い
で
す
。
私
自
身
に
と

り
ま
し
て
も
、貴
重
な
体
験
と

な
り
ま
し
た
。
お
忙
し
い
中
ご

協
力
下
さ
い
ま
し
た
皆
様
、あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

進
路
指
導
委
員
長  

林　

真
理

進
路
の
日
の
講
話
を
聞
い
て

　
「
興
味
が
あ
る
こ
と
は
深
く

掘
り
下
げ
何
で
も
や
っ
て
み
る

こ
と
が
大
事
」や
、「
人
生
は
右

か
左
か
Ｖ
字
選
択
の
連
続
」な

ど
将
来
を
考
え
る
上
で
忘
れ
ら

れ
な
い
良
い
話
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

自
分
の
努
力
次
第
で
良
い
結

果
に
繋
が
る
と
信
じ
て
、将
来

を
し
っ
か
り
と
考
え
て
い
き
た

い
で
す
。
貴
重
な
話
を
し
て
い

た
だ
い
た
保
護
者
の
皆
様
、あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

２
年
10
組 

小
鮒　

燎

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
、Ｋ
Ｙ
Ｏ

か
ら
！
未
来
を
拓
く
で
し
た
。

「
Ｋ
Ｙ
Ｏ
か
ら
」に
は
京
都
か
ら
、

大
会
の
今
日
か
ら
、共
に
協
力

し
て
、家
庭
教
育
か
ら
と
い
う

思
い
が
込
め
ら
れ
、「
未
来
を
拓

く
」に
は
、こ
れ
ま
で
蓄
え
て
き

た
財
産
を
元
に
子
供
達
の
未
来

や
今
後
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
創
り

上
げ
る
き
っ
か
け
と
な
る
大
会

に
し
て
ほ
し
い
と
願
う
と
い
う

意
味
が
あ
る
そ
う
で
す
。
講
演

で
は
地
域
、学
校
、家
庭
が
協
力

し
て
子
供
達
を
育
成
し
、特
に

家
庭
教
育
の
大
切
さ
を
学
ぶ

ユ
ー
モ
ア
あ
り
の
楽
し
い
講
演

で
し
た
。
私
自
身
も
、今
後
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
少
し
で
も
生
か

し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

会 

計  

田
中　

衛
　

10
月
４
日
、前
橋
テ
ル
サ
に

て
中
毛
地
区
４
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

員
に
よ
る
協
議
と
生
徒
に
よ
る

意
見
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

前
橋
西
、前
橋
、伊
勢
崎
興
陽
、

玉
村
の
各
高
校
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
詳
し
く
意
見
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
学
校
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

連
携
の
重
要
性
を
実
感
し
ま
し

た
。
前
橋
東
、前
橋
清
陵
、伊
勢

崎
、伊
勢
崎
興
陽
高
校
の
生
徒

さ
ん
達
の
特
色
豊
か
な
発
表
は

交
通
安
全
や
地
域
活
性
化
な
ど

の
思
い
が
感
じ
ら
れ
る
素
晴
ら

し
い
も
の
で
し
た
。

書 

紀  

田
山 

一
美

　

11
月
15
日
、前
橋
テ
ル
サ
に
於

い
て
県
内
公
立
高
校
４
校
に
よ

る
研
究
協
議
の
発
表
と
、作
家
・

ド
リ
ア
ン
助
川
氏
に
よ
る
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
校
に
よ

る
発
表
は
、生
徒
を
中
心
と
し
て

学
校
と
家
庭
と
地
域
の
人
達
が

協
力
し
て
高
校
生
活
が
充
実
し

て
い
る
様
子
が
伺
え
る
興
味
深

い
お
の
で
し
た
。
ま
た
講
演
は

「
生
き
る
と
は
？
」を
テ
ー
マ
に

人
と
の
出
会
い
の
大
切
さ
や
思

い
や
り
を
持
つ
意
味
を
考
え
る

有
意
義
な
内
容
で
し
た
。

二
年
学
年
委
員
長 

⻆
田 

ひ
ろ
み

進
学
合
宿
を
見
送
っ
て

　

今
年
も
厳
し
い
暑
さ
が
続
く

中
、７
月
20
日
か
ら
４
日
間
、新

潟
県
津
南
町
に
て
進
学
合
宿
が

行
わ
れ
、多
く
の
生
徒
達
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

出
発
式
で
は
、普
段
と
は
違

う
環
境
で
行
う
学
習
に
向
け
、

生
徒
達
の
意
欲
が
高
ま
っ
て
い

る
の
を
感
じ
ま
し
た
。
今
年
も

保
護
者
会
よ
り
差
し
入
れ
を
行

い
、学
校
に
残
る
先
生
方
、進
路

指
導
委
員
会
の
役
員
で
出
発
す

る
バ
ス
を
見
送
り
ま
し
た
。

進
路
指
導
副
委
員
長　
　
　
　

松
本 

香
津
美

８
月
22
日
〜
23
日

講師：原副会長

講師：丸山会長
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第
46
回

 

定
期
演
奏
会
を
聴
い
て

　

通
学
路
で
の
子
供
達
の
安

全
を
見
守
る
為
、先
生
方
や

保
護
者
会
の
ご
協
力
の
も
と

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
運
動
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。
交
通
違
反
、

操
作
ミ
ス
、な
が
ら
運
転
な

ど
事
故
を
起
こ
す
原
因
と
な

る
行
動
を
せ
ず
、時
間
や
心

に
余
裕
を
持
っ
て
周
り
を
よ

く
見
て
、事
故
を
起
こ
さ
ず
、

巻
き
込
ま
れ
ず
、楽
し
い
高

校
生
活
を
過
ご
す
為
に
も
、

慢
心
せ
ず
に
安
全
を
心
掛
け

て
登
校
し
ま
し
ょ
う
。

生
徒
指
導
副
委
員
長　

橋
本 

雅
美

狩
野 

と
し
枝

　

群
馬
県
私
立
小
・
中
・
高
等

学
校
保
護
者
会
連
合
会
・
学
校

見
学
会
が
10
月
11
日
、新
島
学

園
中
学
校
・
高
等
学
校
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
礼
拝
室
で
パ
イ
プ

オ
ル
ガ
ン
で
の
お
出
迎
え
が
と
て

も
魅
力
的
で
し
た
。
校
舎
も
綺

麗
で
、開
放
感
溢
れ
、近
代
的

な
印
象
で
し
た
。
聖
歌
隊
も
と

て
も
素
敵
で
し
た
。
今
回
お
世

話
に
な
っ
た
各
関
係
者
の
皆
様

方
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

会　

計　

片
貝 

真
裕
美

　

定
期
演
奏
会
が
、今
年
も
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
山
本
先

生
を
お
迎
え
し
て
三
回
目
の
演

奏
会
、三
年
生
に
と
っ
て
は
集
大

成
の
ス
テ
ー
ジ
と
な
り
ま
し
た
。

夏
の
大
会
を
終
え
て
も
毎
日
の

帰
り
が
遅
く
、疲
れ
て
帰
宅
す

る
子
供
を
見
て
い
て
、た
だ
頑
張

れ
と
応
援
し
て
や
る
だ
け
で
し

た
が
、演
奏
会
を
聴
い
て
感
動

と
感
激
で
胸
が
熱
く
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
、前
橋
育
英

高
校
吹
奏
楽
部
の
益
々
の
発
展

を
お
祈
り
し
ま
す
。

活
の
先
輩
や
後
輩
と
一
緒
に
模

擬
店
や
部
活
で
の
発
表
を
し
て

き
ま
し
た
。
ど
れ
も
、自
分
達

生
徒
に
と
っ
て
は
青
春
の
一

ペ
ー
ジ
に
刻
ま
れ
る
良
い
思
い

出
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、生

徒
達
は
仲
間
と
協
力
す
る
大
切

さ
や
何
か
を
や
り
遂
げ
た
時
の

達
成
感
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
た

と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る「
色

咲 ‒

自
分
の
色
で
咲
か
せ
よ
う

‒

」の「
咲
」に
は
、笑
う
と
い
う

意
味
も
あ
り
、生
徒
達
は
テ
ー

マ
通
り
一
人
一
人
が
自
分
ら
し

さ
を
生
か
し
、文
化
祭
に
参
加

し
た
す
べ
て
の
人
を
笑
顔
に
す

る
こ
と
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。

　

三
年
生
に
と
っ
て
は
、文
化

祭
が
全
校
で
行
う
最
後
の
イ
ベ

ン
ト
で
し
た
。
我
々
三
年
生
は

前
橋
育
英
の
良
き
伝
統
を
守
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は

一
・
二
年
生
が
主
体
と
な
っ
て
、

我
々
が
守
っ
て
き
た
、良
き
伝

統
を
引
き
続
き
守
っ
て
く
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、今
回
の
第
二
十
六
回

育
英
祭
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、

御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
先
生

方
や
保
護
者
の
皆
様
、地
域
の

皆
様
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

無
事
に
第
二
十
六
回
目
を
迎

え
る
こ
と
の
出
来
た
育
英
祭
で

す
が
、一
日
目
の
校
内
発
表
で

は
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
。
し

か
し
、生
徒
達
は
雨
に
負
け
ず

活
気
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

二
日
目
の
一
般
公
開
で
も
雨
が

心
配
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、天

気
に
恵
ま
れ
気
持
ち
良
く
文
化

祭
を
行
え
ま
し
た
。

　

生
徒
の
皆
さ
ん
は
、ク
ラ
ス

の
仲
間
と
共
に
力
を
合
わ
せ
て

ク
ラ
ス
発
表
を
行
っ
た
り
、部

色
咲
│
自
分
の
色
で

 
咲
か
せ
よ
う
!!

育
英
祭
実
行
委
員
長　
　
　

３
年
６
組 
松
村 

泰
河

　

第
26
回
育
英
祭
が
10
月
18
・

19
日
の
両
日
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

願
い
通
じ
て
朝
か
ら
の
雨
も
あ
が

り
、沢
山
の
お
客
様
が
来
場
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
生
徒
一
人
一
人

の
チ
カ
ラ
、ま
た
、ク
ラ
ス
や
部
活

の
仲
間
で
繰
り
広
げ
る
企
画
は

ま
さ
に
テ
ー
マ
の〝
色
咲
〞そ
の
も

の
。
音
楽
や
元
気
な
掛
け
声
が

響
き
渡
り
、笑
顔
に
あ
ふ
れ
、私

達
も
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
ま
し
た
。

恒
例
の
保
護
者
会
の
バ
ザ
ー
で
は

例
年
以
上
に
品
数
も
豊
富
に
揃

い
、模
擬
店
で
は
珈
琲
の
販
売
を

新
た
に
試
み
て
、お
客
様
と
触
れ

合
う
機
会
が
増
え
ま
し
た
。
各

地
の
台
風
被
災
に
心
傷
む
中
で
、

学
校
一
丸
と
な
っ
て
の
育
英
祭
が

盛
大
に
無
事
に
催
せ
た
事
は
本

当
に
有
り
難
く
、売
り
上
げ
の

一
部
を
寄
付
金
と
し
て
被
災
支

援
に
少
し
で
も
貢
献
出
来
る
事

を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

育
英
祭
に
参
加
し
て

総
務
委
員
長　
　
　

新
井 

美
智
子
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私
は
卒
業
後
、和
食
の
料
理
人

を
目
指
し
調
理
師
専
門
学
校
を

経
て
京
懐
石
料
理
屋
に
就
職
し

ま
し
た
。
８
年
間
、京
懐
石
の
基

礎
を
学
び
、そ
の
後
い
く
つ
か
の

和
食
料
理
屋
を
渡
り
歩
き
修
行

を
し
て
参
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

新
店
舗
の
立
ち
上
げ
を
経
験
す

る
こ
と
も
で
き
、「
い
ず
れ
は
自
分

の
お
店
を
出
し
た
い
」と
い
う
思
い

が「
京
料
理
を
基
盤
と
し
た
旬
の

食
材
や
地
元
群
馬
の
食
材
に
こ

だ
わ
っ
た
和
食
の
コ
ー
ス
料
理
を

ゆ
っ
た
り
と
し
た
空
間
で
提
供
す

る
お
店
を
創
り
た
い
」と
い
う
、よ

り
現
実
的
な
も
の
と
な
り
、平
成

29
年
２
月
に
地
元
で
あ
る
高
崎

で
開
業
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

　

現
在
３
年
目
に
な
り
ま
す
が
、

お
客
様
の「
美
味
し
か
っ
た
よ
」や

「
あ
り
が
と
う
」の
言
葉
が
何
よ

り
も
嬉
し
く
、こ
の
先
も
お
客
様

に
喜
ん
で
貰
え
る
よ
う
な
料
理
を

創
り
続
け
て
い
け
る
よ
う
、よ
り

一
層
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。和

食 

佐
藤（
高
崎
市
田
町
）

（
第
35
期
生
・
平
成
12
年
卒
）

佐
藤 

信
宏

（
第
46
期
生
・
平
成
23
年
卒
）

利
根
川 

和
子

　

こ
の
た
び
の
台
風
19
号
に
よ
る
記
録

的
大
雨
で
土
砂
崩
れ
災
害
に
よ
り
亡

く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

す
る
と
共
に
、被
災
さ
れ
た
方
々
に
心

か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
１
日

も
早
い
日
常
生
活
の
回
復
と
復
興
を
、

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

前
橋
育
英
高
等
学
校
同
窓
会
会
員

の
皆
様
に
は
、日
頃
よ
り
格
別
の
ご
配

慮
・ご
支
援
を
い
た
だ
き
、心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
の「
同
窓
生
の
集
い
」の
講
演
会
で

は
、同
窓
生
で
落
語
家
の
立
川
が
じ
ら
さ

ん（
40
期
生
）に
在
学
中
の
楽
し
い
お
話
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
人
が
学
生
時

代
に
所
属
し
た
落
語
研
究
会
で
は「
第
６

回
全
日
本
学
生
落
語
選
手
権
」に
て
駿
河

炎
誌
の
高
座
名
で
審
査
員
特
別
賞
を
受

賞
し
て
お
り
、新
人
落
語
家
と
し
て
今
後

さ
ら
に
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

さ
て
運
動
面
で
は
第
54
回
県
高
校

総
体
に
お
い
て
男
子
は
総
合
優
勝（
４

年
ぶ
り
24
回
目
）、女
子
は
準
優
勝
に

輝
き
ま
し
た
。

　

硬
式
野
球
部
は
夏
の
群
馬
県
予
選

に
て
４
年
連
続
５
回
目
の
優
勝
、甲
子

園
で
は
代
表
校
と
し
て
堂
々
と
試
合
が

で
き
ま
し
た
。

　

南
部
九
州
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
が
鹿
児
島

県
中
心
に
開
催
さ
れ
、本
校
か
ら
女
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
始
め
サ
ッ
カ
ー
男
女
、バ

ス
ケ
ッ
ト
、剣
道
、柔
道
等
の
ク
ラ
ブ
が
出

場
し
、特
に
陸
上
部
の
古
沢
一
生
君（
２

年
生
）が
見
事
に
棒
高
跳
び
で
異
次
元

の
強
さ
を
み
せ
優
勝
、い
き
い
き
茨
城
ゆ

め
国
体
に
お
い
て
も
優
勝
し
ま
し
た
。

　

文
化
面
で
も
２
０
１
９
さ
が
総
文
祭

に
放
送
無
線
部
の
大
林
菜
々
さ
ん（
３

年
生
）、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
の
羽
鳥
寧
里

さ
ん（
３
年
生
）が
参
加
し
、華
道
部
は

ｉ
ｋｅｎｏ
ｂｏ
花
の
甲
子
園
２
０
１
９
関

東
北
大
会
準
優
勝
な
ど
見
事
な
結
果

を
出
し
て
い
ま
す
。

　

来
年
は
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

本
校
同
窓
生
の
中
に
は
出
場
を
目
指
し

て
い
る
選
手
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
の
で
応

援
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
と
い
う
新
た
な
る
時
代
が
始
ま

り
、前
橋
育
英
高
校
同
窓
会
も
新
し
い
時

代
の
な
か
で「
同
窓
生
の
集
い
」実
行
委
員

会
を
組
織
し
、13
期
生
の
板
橋
和
美
さ
ん

を
実
行
委
員
長
と
し
て
次
回
の「
同
窓
生

の
集
い
」の
準
備
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

同
窓
会
の
新
た
な
組
織
に
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

同
窓
会
長 

新
井 
信
雄

（
第
３
期
生
・
昭
和
43
年
卒
）

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部
に
所
属

し
、３
年
間
競
技
だ
け
で
な
く
人

間
力
も
身
に
付
け
、有
意
義
な
高

校
生
活
を
送
り
ま
し
た
。
そ
し

て
大
学
で
学
ん
だ
事
を
生
か
し
、

本
校
の
教
員
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
で
は
部
活
動
・
進
学
に
お
い

て
素
晴
ら
し
い
実
績
を
残
す
高
校

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
高
校
に
娘

二
人
が
入
学（
長
女
は
今
年
３
月

卒
業
）し
ま
し
た
。
二
人
と
も
中

学
時
代
は
器
械
体
操
に
所
属
し

て
い
ま
し
た
が
、ウ
エ
イ
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
競
技
を
始
め
た
い
と
強

い
意
志
を
持
ち
入
学
し
ま
し
た
。

高
校
で
は
指
導
者
と
選
手
と
い
う

立
場
に
な
り
ま
し
た
。
多
分
娘

の
方
が
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、目
標
を
持
ち
、

三
年
間
競
技
だ
け
で
な
く
人
間

的
に
も
成
長
し
て
有
意
義
に
過
ご

し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昭
和
52
年
に
前
橋
育
英
高
校

に
入
学
し
、当
時
は
校
舎
も
古
く

木
造
校
舎
も
あ
り
、廊
下
を
歩
く

と
窓
ガ
ラ
ス
が
揺
れ
ガ
タ
ガ
タ
と

音
が
す
る
建
物
で
し
た
。
グ
ラ
ウ

ン
ド
も
石
こ
ろ
が
転
が
っ
て
お
り
、

決
し
て
環
境
が
良
い
高
校
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
部
活
動
は
、

柔
道
・
自
転
車
・フ
ェ
ン
シ
ン
グ
・
ボ

ク
シ
ン
グ
な
ど
の
個
人
競
技
の
活

躍
が
目
立
つ
高
校
で
し
た
。
私
は

原 

徹（
第
15
期
生
・
昭
和
55
年
卒
）

　

 

志
歩（
普
通
科
２
年
）

（同窓会総会・講演会・懇親会）

2020年7月4日（土）
午後5時より

日 時

ホテルラシーネ新前橋
前橋市古市町1-35-1

場 所

卒業生ならどなたでもご参加OKです!!
お気軽にご参加下さい♪

詳細については後日同窓会HPまたは
Facebookにてお知らせします。

http://www.mikuei-dousoukai.com/

夢
を
現
実
に
!!

「
あ
り
が
と
う
」が
力
に

の
指
示
の
下
で
救
急
救
命
処
置

を
行
う
資
格
の
こ
と
で
、少
し
で

も
プ
ラ
ス
に
な
れ
ば
と
高
校
卒
業

後
、専
門
学
校
へ
進
み
ま
し
た
。

現
在
は
主
に
救
急
隊
員
と
し
て

数
多
く
の
現
場
に
出
動
し
、時
に

は
直
視
し
が
た
い
現
場
な
ど
も
あ

り
ま
す
が
市
民
の
命
と
生
活
を

守
る
た
め
奮
励
し
て
い
ま
す
。
活

動
中
、傷
病
者
や
家
族
の
方
々
か

ら
の「
あ
り
が
と
う
」が
力
に
な

り
、そ
れ
が
や
り
が
い
に
も
繋
が
っ

て
い
ま
す
。
火
災
・
救
急
・
救
助

な
ど
消
防
業
務
は
ど
れ
も
市
民

の
命
や
生
活
に
直
結
し
て
い
る
た

め
、責
任
も
大
き
い
で
す
が
、そ
れ

以
上
に
得
ら
れ
る
こ
と
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
消
防
は
男
性
の

職
場
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
女
性
消

防
官
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
で
す
が
、

女
性
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
、女
性

な
ら
で
は
の
気
遣
い
な
ど
女
性
に

し
か
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
多
く
の

経
験
を
積
み
、さ
ら
に
知
識
を
つ

け
、市
民
の
気
持
ち
に
寄
り
添
え

る
消
防
官
に
な
れ
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
。

　

私
は
救
急
救
命
士
の
資
格
を

有
す
る
消
防
官
と
し
て
消
防
署

で
勤
務
し
て
い
ま
す
。
救
急
救

命
士
と
は
救
急
活
動
中
に
医
師志歩　沙織
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去
る
７
月
19
日
、後
援
会
ク
ラ
ブ
活

動
援
助
金
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、福
島
後

援
会
長
か
ら
の
激
励
と
と
も
に
、18
ク

ラ
ブ
が
援
助
金
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
も
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
・
フ
ァ
ー
ス

ト
の
も
と
、ご
期
待
に
沿
え
る
よ
う
に

各
部
活
動
で
有
効
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 吹

奏
楽
部
顧
問  

深
澤 

準
一

　

２
０
１
４
年
か
ら
後
援
会
で
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ

購
入
の
た
め
の
積
立
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、９
月
30
日
に
念
願
の
ヤ
マ
ハ
の
Ｃ
６
Ｘ
‐Ｌ
Ｃ
が

視
聴
覚
室
へ
納
入
さ
れ
ま
し
た
。
視
聴
覚
室
は

模
擬
試
験
や
講
演
会
、保
育
科
発
表
会
な
ど

様
々
な
行
事
で
使
わ
れ
る
た
め
、大
型
キ
ャ
ス
タ
ー

を
持
つ
移
動
し
や
す
い
ピ
ア
ノ
へ
の
変
更
は
長
年
の

夢
で
し
た
。
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

芸
術
科
主
任  

柿
沼 

晴
吾

コ
ラ
ム
育
英
Ⅱ

　

こ
の
コ
ラ
ム
で
取
り
上
げ
て

四
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
い
よ

い
よ
開
催
ま
で
一
年
を
切
り
、

競
技
場
や
選
手
村
の
工
事
も
進

め
ら
れ
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
会
場

周
辺
の
光
景
が
変
わ
り
始
め
た

事
に
気
付
い
た
人
も
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
間
近
と
な
る
日
本
の
ス

ポ
ー
ツ
界
で
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル

男
子
、ラ
グ
ビ
ー
な
ど
世
界
の

注
目
と
な
る
活
躍
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
既
に
決
ま
っ
た
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
の
選
手
、こ

れ
か
ら
決
ま
る
そ
れ
ぞ
れ
の
競

技
の
選
手
は
、こ
の
盛
り
上
が

り
を
感
じ
、心
を
高
ぶ
ら
せ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
で

世
界
各
国
と
の
交
流
が
増
え
て

行
き
ま
す
が
、改
め
て
日
本
が

注
目
さ
れ
、い
ろ
い
ろ
な
視
点

で
評
価
さ
れ
る
な
か
、日
本
の

（
お
・
も
・
て
・
な
・
し
）が
世
界
に

ど
の
よ
う
に
感
じ
て
も
ら
え
る

か
、目
が
離
せ
な
い
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
と
な
る
で
し
ょ
う
。

（
Ｏ
記
）

２
０
２
０
年
東
京

 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

後
援
会
長  

福
島 
英
人

　

本
年
五
月
一
日
よ
り
元
号
が

「
令
和
」と
な
り
、我
が
校
は
昭

和
三
十
八
年
四
月
の
開
学
以
来
、

昭
和
・
平
成
に
続
き
三
つ
目
の
元

号
を
迎
え
る
歴
史
と
伝
統
の
あ

る
学
校
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
は
万
葉
集
か
ら
の
出
典

で
す
が
、万
葉
集
は
和
歌
の
原

点
で
あ
り
、そ
の
後
の
歌
集
等
に

大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

身
近
な
も
の
で
は「
小
倉
百
人

一
首
」が
あ
り
ま
す
。

　

五
十
年
以
上
昔
の
こ
と
で
す
。

小
学
五
年
生
の
時
に
県
外
か
ら

転
校
生
が
来
ま
し
た
。
あ
る
日

の
国
語
の
授
業
中
、上
毛
カ
ル
タ

か
ら
、百
人
一
首
の
話
に
な
り
、

先
生
が
上
の
句
を
読
む
と
彼
女

は
す
ら
す
ら
と
百
首
全
部
の
下

の
句
を
答
え
た
の
で
す
。
私
た

ち
は
驚
き
ま
し
た
。
休
み
時
間

に「
ど
う
し
て
知
っ
て
い
る
の
、ど

う
や
っ
て
覚
え
た
の
」と
質
問
し

ま
し
た
。
す
る
と
彼
女
は「
子

供
の
こ
ろ
か
ら
お
正
月
に
は
家
族

で
遊
ん
で
い
た
の
」と
答
え
た
の
で

す
。

　

こ
ん
な
記
憶
と
元
号
の
由
来
に

興
味
を
覚
え
た
の
で
、百
人
一
首

に
つ
い
て
の
本
を
買
い
読
ん
で
み
ま

し
た
。
目
に
留
ま
っ
た
一
句
を
紹

介
し
ま
す
。

い
に
し
へ
の

　
奈
良
の
都
の
八
重
櫻

け
ふ
九
重
に
匂
ひ
ぬ
る
か
な

　

来
春
の
卒
業
生
が
、各
方
面
で

素
晴
ら
し
い
花
を
咲
か
せ
て
く
れ

る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

　

後
援
会
の
目
的
は
、建
学
の
精

神
で
あ
る『
正
直
・
純
潔
・
無
私
・

愛
』を
基
盤
と
し
て
、社
会
に
求

め
ら
れ
る
卒
業
生
を
送
り
出
し
、

併
せ
て
育
英
高
校
の
発
展
に
寄

与
す
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

　

本
校
で
学
ぶ
生
徒
が
楽
し
く

学
び
、い
つ
の
間
に
か
知
識
が
増

え
、豊
か
な
教
育
環
境
で
知
ら
ず

知
ら
ず
の
う
ち
に
学
力
が
向
上

で
き
る
、そ
ん
な
三
年
間
に
な
れ

る
よ
う
に
後
援
会
と
し
て
側
面

か
ら
支
援
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
協
力
を
心
よ
り
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

年
号
が
平
成
か
ら
令
和
に
な

り
新
た
な
ス
タ
ー
ト
の
年
、７
月

12
日
ホ
テ
ル
ラ
シ
ー
ネ
新
前
橋

に
て
後
援
会
定
期
総
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
福
島
会
長
の
議
事

進
行
に
よ
り
、定
期
総
会
に
ご
出

席
い
た
だ
い
た
44
名
の
皆
様
に

議
案
を
審
議
頂
き
、全
て
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、会
場
を
う
つ
し
懇
親

会
が
開
か
れ
、歴
代
の
皆
様
か
ら

現
在
保
護
者
会
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
皆
様
と
親
睦
を
深
め
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

回
を
重
ね
る
度
多
く
の
皆
様
の

お
顔
が
見
ら
れ
、お
話
を
伺
い
な

が
ら
前
橋
育
英
へ
の
恩
が
感
じ

ら
れ
る
貴
重
な
日
で
し
た
。

　

今
後
も
、よ
り
多
く
の
皆
様
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

副
会
長  

赤
木 

由
美
子

陸
上
競
技
部
　
古
澤 

一
生（
２
│ 

１
）

  
南
部
九
州
総
体
２
０
１
９　

棒
高
跳 

優
勝

  
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
国
体
２
０
１
９

　
　
　
　
（
第
74
回
国
民
体
育
大
会
）少
年
男
子
Ａ 

棒
高
跳 

優
勝

ボ
ウ
リ
ン
グ
　
渡
辺 

莉
央（
３ 

│ 

８
）

  

第
20
回
ア
ジ
ア
ス
ク
ー
ル
ボ
ウ
リ
ン
グ
選
手
権
大
会 

優
勝

放
送
無
線
部
　
大
林 

菜
（々
３ 

│  

３
）

  

２
０
１
９
さ
が
総
文
祭  

朗
読
部
門 

出
場

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
　
羽
鳥 
寧
里（
３ 

│  

１
）

  

２
０
１
９
さ
が
総
文
祭 
活
動
報
告
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
出
場

今
年
度
の「
優
秀
前
橋
育
英
生
」は
、次
の
生
徒
達
に
贈
ら
れ
ま
す
。

表
彰
式
は
12
月
23
日
終
業
式
後
に
執
り
行
わ
れ
ま
す
。
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柳
沢 　

明
美

安
藤 　

充
恵

席 　
　

秀
紅

森
川 　

秋
子

田
山 　

一
美

田
村 

つ
づ
る

柴
田 　

知
恵

椛
澤 

美
由
紀

大
塚 　

純
子

金
子 

日
出
美

横
山 　

典
子

高
橋 　

秀
佳

井
上 　

聡
子

鈴
木 

千
江
美

狩
野 

と
し
枝

城
田 

小
百
合

横
田 　

隆
雄

原 　
　
　

徹

小
椋 　

靖
晃

黒
澤 　
　

光

神
山 　

義
幸

岡
上 　

直
美

髙
橋 　
　

敏

唐
沢 　
　

仁

塚
田 　
　

恵

遠
藤 　

邦
男

編 

集 

後 

記

　

過
ご
し
や
す
か
っ
た
秋
も
去

り
、イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
街
路

樹
を
彩
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
号
も
、前
橋
育
英
高
校
生

の
活
躍
、学
校
行
事
、保
護
者

会
活
動
な
ど
、た
く
さ
ん
詰

ま
っ
た
合
同
誌
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
感
動
、情
報
を
お
伝

え
出
来
る
こ
と
を
、大
変
嬉
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、発
行
に
際
し
ま
し
て
、

ご
協
力
頂
き
ま
し
た
皆
々
様

に
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。 文

化
委
員  

柳
沢 

明
美

ウィンターカップ2019  第72回全国
 高等学校バスケットボール選手権大会

2019/12/23（月）～ 29（日）
武蔵野の森総合スポーツプラザ

第28回全日本高等学校女子サッカー選手権大会
2020/1/3（金）～ 12（日）
ノエビアスタジアム神戸ほか

　皆様方の応援の力で、6年連続23回目の優
勝を果たすことができました。本当にありが
とうございました。スタンドからの応援が、
選手達にパワーとして伝わった結果だと思い
ます。今年のチームは、目に見えない6連覇
のプレッシャーとの戦いでした。選手達は、
仲間を信じ、自分を信じ、前に一歩を踏み出し、
２度とはない決勝戦で仲間のためにすべてを
ぶつけてくれました。全国の舞台では、試合
に出場できることに感謝し、前橋育英のサッ
カーを表現できるように頑張ります。応援よ
ろしくお願い致します。

第98回全国高校サッカー選手権大会
2019/12/30（月）～ 2020/1/13（月・祝）
埼玉スタジアム2◯◯2ほか

監督  山田 耕介

第98回全国高校サッカー選手権
大会出場

　この度、沢山の皆様方の応援のおかげで
10年連続14度目の優勝を果し、ウインター
カップ出場を決めることが出来ました。本
当にありがとうございました。
　今年のチームは対戦相手に合わせてしっ
かりとアジャストできる力があります。日頃
の練習でバスケットボールに真摯に向き合
い、学年に関係なく良いコミュニケーション
を取りながらやってきた積み重ねだと思いま
す。ウインターカップではその成果を発揮し
て上位を狙いたいと思います。応援よろしく
お願い致します。

監督  加賀谷 寿
ウインターカップ2019出場第28回全日本高校女子サッカー

選手権大会出場

　この度、皆様方の応援のおかげで、群馬県
大会7連覇・関東大会初優勝し、6年連続全
国大会に出場することが出来ました。この
場をお借りして心から感謝申し上げます。
　関東大会では、インターハイ王者の十文字
高校を2対1で破り、決勝戦では、修徳高校
を一進一退の攻防が続く中、1点を守り切り
ました。選手は、試合を重ねていく度に、強
くたくましく成長していきました。この結果
に満足せず、これからが本当の勝負。全国大
会に向けて新たな歴史を作れるよう精進し
ていきたいと思います。これからも応援宜
しくお願い致します。

監督  大手 真智子

本校ホームページからのお申込みで、クレジット
カード、ペイジー（インターネットバンキング）、
コンビニ支払いがご利用いただけます。
■URL : http://maebashiikuei-h.ed.jp/donation.php

日程：8月24日（土）　会場：池坊東京会館

㊧横山萌香（3年）、㊥福島卯香（2年）、
㊨沼賀陽依（2年）

高校芸術祭演劇部門
中毛地区大会

Ikenobo花の甲子園2019
関東北大会 準優勝

　池坊「花の甲子園」は、全国150校が
出場する華道コンクールです。1チー
ム3名が各自30分以内に花を生け、3
分間のプレゼンテーションを披露して
競い合います。日頃の稽古と仲間の
チームワークで準優勝を勝ち取ること
ができ、とても嬉しかったです。

　9月12日（木）に敬老の日の
お祝いとして、グループホーム
を訪問しました。前橋育英オ
リジナル「世界ハッピーカルタ」や風船遊びなどレクリエーションを
楽しみました。いつまでも健康でお過ごし下さいという気持ちを込
めて、お花をプレゼントしました。

　9月21日（土）にアーツサウンドビ
ジュアル専門学校ホールにて大会が
行われ、優良賞をいただきました。短
い練習時間で楽しく最高な演技をす
ることができました。

　「駆け上がれ 未来の階段」をテーマに、第
25回県高校総合文化祭が10月19日（土）から
11月17日（日）に県内各会場で開催されまし
た。11月2日（土）は群馬音楽センターで総合
開会式が開催され、本校生徒会総務が参加し
ました。開会式ではステージでの発表や、屋
内外での様々なイベントが行われました。

部長  横山萌香（3年）


